
　総務省が昨年７月に公表した「平成 年情報通

信に関する現状報告（平成 年版情報通信白

書）」ではグリーンＩＣＴで 年度ＣＯ２総排

出量の ％削減を期待できるとしている。グリー

ンＩＣＴは情報通信技術（

）を生かして環境負荷の低

減を進めるようというもの。その核となるのがグ

リーンデバイスだ。

環境対応型電子部品
グリーンデバイス
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　この本は各国 法の動
向や欧州連合（ ）のほか
の環境規制などについて、よ
くある疑問を 形式でまと
めている。実務に携わる人に
向け、基本事項から企業対応
までを分かりやすく解説す
る。
　 の 指令は世界中
に浸透し、中国、韓国、米
国、タイ、インドなど各国で
類似の法制度が実施されてい
る。それぞれ対象製品、対象
物質、適用除外規定、表示方
法などの点で、各国独自の要
求事項があり、適切な対応が
欠かせない。
　グローバル企業はもちろ

ん、例えば中小の部品加工会
社も、納入先である大企業の
サプライチェーンを担う一員
として、各種の化学物質使用
規制に対応することが求めら
れるのだ。（日刊工業新聞社
刊 、
、 円）
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デバイス自体の省エネ化や有害物質の除去も
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駆
動
エ
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わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
よ
り

快
適
で
、
よ
り
安
全
な
も
の

へ
と
向
上
さ
せ
る
た
め
、
電

気
・
電
子
・
通
信
機
器
と
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
爆
発
的

な
勢
い
で
普
及
し
続
け
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
生
か
し
た
機

器
、
シ
ス
テ
ム
の
普
及
拡
大

は
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加

に
結
び
つ
く
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
普
及
拡
大
が
環
境
負
荷

の
低
減
に
大
き
く
貢
献
す
る

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
生

産
や
物
流
、
消
費
な
ど
の
効

率
化
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
実
現
し
、

社
会
シ
ス
テ
ム
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
や
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削

減
、
環
境
負
荷
低
減
に
貢
献

し
て
き
た
と
い
え
る
。

　
総
務
省
は
最
新
の
デ
ー
タ

に
基
づ
き
、

年
時
点
で
の

グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２
排
出
削
減
効
果

を
算
出
。
そ
の
結
果

を
「
情
報
通
信
白

書
」
で
公
表
し
て
い

る
。
同
白
書
に
よ
れ

ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
さ
ら

な
る
普
及
・
浸
透
は

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
増
大

に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
も
の
の
、
機

器
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
の
省
エ
ネ
化
な
ど

に
加
え
て
、
次
世
代

送
電
網

ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド

の
導
入
、
建
造

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
徹

底
、
流
通
の
合
理
化
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
利
活
用
に
よ
り
、

年

度
Ｃ
Ｏ
２
総
排
出
量
の

％

に
当
た
る
約
１
・

億

の

削
減
効
果
を
推
計
し
て
い

る
。

　
よ
り
一
層
の
環
境
負
荷
低

減
実
現
を
目
指
す
上
で
カ
ギ

と
な
る
の
が
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ

　
ｏ
ｆ
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
で
あ

り
、
そ
の
核
と
な
る
の
が
グ

リ
ー
ン
デ
バ
イ
ス
だ
。
グ
リ

ー
ン
デ
バ
イ
ス
は
環
境
負
荷

を
低
減
す
る
電
子
デ
バ
イ
ス

の
総
称
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
電
力
変
換
時

の
低
電
力
損
失
化
を
実
現
し

た
パ
ワ
ー
半
導
体
、
高
集
積

化
に
よ
っ
て
実
装
面
積
を
削

減
し
た
メ
モ
リ
ー
デ
バ
イ

ス
、
低
消
費
電
力
化
と
演
算

処
理
能
力
の
向
上
を
同
時
に

実
現
し
た
Ｌ
Ｓ
Ｉ
、
さ
ら
に

は
低
消
費
電
力
化
と
長
寿
命

化
を
同
時
に
実
現
す
る
光
源

の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ

Ｄ

、
ま
た
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
二
次
電
池
や
太
陽
電
池
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
今
年
１
月

日
か
ら

日

ま
で
、
リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
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ン
ジ
ャ
パ
ン
主
催
で
開
催

さ
れ
た
「
ネ
プ
コ
ン
ワ
ー
ル

ド
」
「
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ

ワ
ー
ル
ド
」
「
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
ジ
ャ
パ
ン
」
に
は
こ
う
し

た
電
子
デ
バ
イ
ス
が
多
数
展

示
さ
れ
、
来
場
者
か
ら
高
い

関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
環
境
負
荷
の
低
減
を
実
現

す
る
た
め
、
電
子
デ
バ
イ
ス

メ
ー
カ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
製

品
製
造
時
の
工
場
に
お
け
る

省
エ
ネ
化
は
い
う
ま
で
も
な

く
、
製
品
自
体
も
環
境
に
負

荷
を
与
え
る
物
質
を
含
有
さ

せ
な
い
こ
と
や
、
ま
た
デ
バ

イ
ス
の
低
消
費
電
力
化
を
実

現
し
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
環
境
負
荷
低
減
へ

の
対
策
と
し
て
は
省
エ
ネ
化

だ
け
で
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル

や
リ
ユ
ー
ス
を
し
や
す
も
の

に
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
製

品
か
ら
有
害
物
質
の
排
除
を

行
う
こ
と
も
必
要
だ
。

　

年
か
ら
「
電
気
・
電
子

機
器
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害

物
質
の
使
用
制
限
に
関
す
る

欧
州
議
会
及
び
理
事
会
指
令

Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
指
令

」
が
始

ま
り
、
欧
州
連
合

Ｅ
Ｕ

加
盟
国
に
お
い
て
は
電
気
・

電
子
機
器
類
に
鉛
、
水
銀
な

ど
６
品
目
に
対
す
る
規
制
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た

年

か
ら
は
中
国
版
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
と

呼
ば
れ
る
「
電
子
情
報
製
品

生
産
汚
染
防
止
管
理
弁
法
」

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
環

境
負
荷
低
減
に
向
け
た
取
り

組
み
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
。

　
日
系
の
大
手
電
子
デ
バ
イ

ス
メ
ー
カ
ー
は
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
な

ど
の
環
境
関
連
規
制
が
始
ま

る
前
か
ら
、
自
然
環
境
に
影

響
を
及
ぼ
す
有
害
物
質
の
排

除
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
メ
ー

カ
ー
が
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
Ｒ
ｏ
Ｈ

Ｓ
指
令
施
行
前
に
対
応
を
完

了
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で

環
境
対
応
に
関
す
る
技
術
開

発
の
手
を
緩
め
立
ち
止
ま
る

こ
と
な
く
、
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
で
は

規
制
対
象
外
と
な
っ
て
い
る

ハ
ロ
ゲ
ン
系
化
合
物
な
ど
の

有
害
物
質
に
つ
い
て
も
削
減

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １月３１日 月曜日 　　


